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Anti-Human 
Galectin-3 (38B2) Mouse IgG MoAb 
 
容量 : 100 μg 

 
はじめに : ガレクチンは脊椎動物を始め、線虫、昆虫、海綿動物などの無脊椎動物に広く

分布し、真菌類においても存在することが知られています。このガレクチンの
存在は、細胞質内にとどまらず、核、細胞表面、細胞外マトリックス等に存在
し、発生、分化、形態形成、腫瘍転移、細胞死、RNA スプライシング等多く
の生命現象に関与するとされています。ガレクチン-3 は、IgE 結合タンパク
質、CBP35 、CBP30 、Mac- 2 、L- 29 、L- 31 、L- 34 等と命名された β-
ガラクトシド結合タンパク質で、構造的には糖鎖結合ドメイン(ガレクチンド
メイン)とノンレクチンドメインから成るキメラ型レクチンです。その生物学
的機能は未だ明確ではありませんが、その機能を解明すべく多くの研究がなさ
れてきました。その結果、細胞の成長、接着、転移、アポトーシスといった生
物学的現象においてガレクチン-3 の関与が明らかになってきました。例えば、
ある種の細胞株ではガレクチン-3 の発現と悪性形質転換度の間に正の相関を
持つことが示されています。また、最近ある種の悪性腫瘍においてもガレクチ
ン-3 の発現と悪性度が正の相関を持つことが示され、ガレクチン-3 の検出が
一つの腫瘍悪性度の指標になりうると期待されています。 

 
免疫抗原 : リコンビナント ガレクチン-3 タンパク質 
 
起源 : マウス×マウス ハイブリドーマ 
  (X63 – Ag 8.653 × BALB/c マウス脾臓細胞) 
 
クローン名 : 38B2  サブクラス :  IgG1 
 
精製方法 : プロテイン A による特異精製 
 
包装形態 : 1 % BSA，0.05 % NaN3 含有 PBS 1.0 mL に溶解したものを凍結乾燥 
 
再生方法 : 精製水 1.0 mL 添加 (この時濃度は 100 μg/mL となります) 
 
保存方法及び : 2～8 °C 保存  5 年間安定 
安定性  溶解後 -20 °C 保存  2 年間安定 
 
使用目的及び : 免疫組織染色 2～5 μg/mL にて使用可能 
使用方法 : ウエスタン・ブロッティング 2～5 μg/mL にて使用可能 
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